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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年６月３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和７年６月１６日 ０３時３０分頃 

発生場所 石川県志賀
し か

町富来
と ぎ

漁港南西方沖 

能登
の と

富来港南防波堤灯台から真方位２３４°１.５海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３７°０７.７′ 東経１３６°４０.５′） 

事故の概要  漁船第八西海
さいかい

丸の乗組員は、定置網漁の操業中、定置網のロープと

ブルワークとの間に左手を挟まれて負傷した。 

事故調査の経過  令和７年６月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八西海丸、１９トン 

 ＩＫ２－５７４５（漁船登録番号）、西海丸定置株式会社（Ａ社） 

 ２２.８０ｍ（Lr）×５.９７ｍ×１.６３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、５０２kＷ（動力漁船登録票による）、平成２０年

７月２５日 

（写真１ 参照） 

    

   

 

 

 

 

   

            写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ４３歳 

一級小型船舶操縦士 

  免許登録日  平成１５年１２月３日 

  免許証交付日 令和５年１０月３１日 

         （令和１０年１２月２日まで有効） 

乗組員Ａ ６１歳 

 死傷者等 重傷 １人（乗組員Ａ） 

 損傷 なし 
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 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：うねり 波向北西、波高約１ｍ 

 事故の経過  本船（定置網漁の運搬船）は、船長及び乗組員Ａほか２人が乗り組

み、操業の目的で、令和７年６月１６日０２時３０分頃に富来漁港を

網船と共に出航し、０２時４０分頃、同漁港南西方沖の漁場に到着し

た。 

 定置網は、志賀町高岩
たかいわ

岬南岸から南西方約２㎞にかけて設置されて

おり、南西端（以下「沖側」という。）と中間付近（以下「陸側」と

いう。）の２か所に魚を獲
と

るための落とし網が設けられていた。 

 本船の定置網漁は、次の手順で行われていた。 

 (1) 本船と網船が落とし網の両端に分かれて停船し、本船が落と

し網の陣張り（漁網に取り付けているロープ。直径約５０㎜、

合成繊維製）をブルワークに固定する。 

 (2) 網船が揚網ローラー及び人力によって揚網して網を狭めてい

き、落とし網の一端に集められた魚を本船に取り込む。 

 本船は、沖側の落とし網での操業を終え、０３時３０分頃に陸側の

落とし網に移動し、‘左舷ブルワークに陣張りを固定する作業’（以下

「陣張り固定作業」という。）を開始した。 

 陣張り固定作業は、ふだん次の要領で行われていた。 

 (1) 船長及び乗組員の１人（以下「乗組員Ｂ」という。）が行う作

業 

① 船尾部と船首部で陣張りに繋
つな

がれて海面に浮いている巻上

げロープ（長さ約８ｍ、直径約１７㎜、合成繊維製）を鉤
かぎ

竿
ざお

（長さ数ｍの竹の棒の一端にフック（鉤）を付けたもの）で

船上に取り込む。 

② 巻上げロープを船尾部と船首部の縦型ローラーに２、３巻

きし、お互いに合図と声掛けをしながら陣張りがブルワーク

と平行になるように巻上げロープをそれぞれ巻き取る。 

③ 陣張りがブルワーク上面付近の高さまで上がったところで

巻取りを止め、巻上げロープを保持する。 

(2) 乗組員Ａ及びもう１人の乗組員（以下「乗組員Ｃ」という。）

が行う作業 

① 巻上げロープがブルワーク上面付近の高さで保持された

後、船尾部と船首部の左舷ブルワーク付近で、陣張りに繋が

れて網側に垂れているストッパーロープ（長さ約１.５ｍ、直

径約３０㎜、合成繊維製）を片手で取り上げ、ブルワークの

甲板側に取り付けられた金属製ポールに固縛する。 

② 船首部及び船尾部から中央部にかけて、陣張りに繋がれて

いる数本のストッパーロープを順次金属製ポールに固縛し、

陣張りをブルワークに固定する。 
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（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図１ 陣張り固定作業概略図 

 

  乗組員Ａは、巻上げロープが保持されたとき、最初に取り上げる船

尾側のストッパーロープが陣張りに絡んでいたので、‘陣張りに絡ん

だストッパーロープを解く作業’（以下「本件作業」という。）を行う

こととした。 

乗組員Ａは、本船がうねりによって動揺していたので、左手をブル

ワーク上面に置いて体を支え、前傾姿勢で右手を使って本件作業を始

めた。（写真１参照） 

 

       

 

    

 

  

 

          

            

        

       写真１ 本件作業姿勢（再現） 

 

乗組員Ａは、本件作業に意識を集中していたところ、本船がうねり

縦型ローラー 

船首 
巻上げ 
ロープ 

巻上げ 
ロープ 

 

ブルワークの甲板側に取り付け
られた金属製ポール 

ブルワーク上面 

操舵室 

落とし網 
ストッパーロープ 陣張り 

乗組員配置状況：船長… 、乗組員Ａ… 、乗組員Ｂ… 、乗組員Ｃ…  

甲板 

ブルワーク上面 

陣張り ストッパーロープ 
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によって大きく動揺して陣張りとブルワークが接触した瞬間、０３時

３０分頃に左手が陣張りとブルワークとの間に挟まれ、咄嗟
と っ さ

に引っ込

めたものの左手に痛みを感じた。 

乗組員Ａは、ゴム手袋をしていて受傷状況が分からなかったが、痛

みが強くなかったので、陣張り固定作業を続けた。 

船長は、乗組員Ｂに声掛けをしながら陣張り固定作業の進み具合を

確認していたところ、乗組員Ａの左手から出血していることに気付い

た。 

船長は、乗組員Ａにゴム手袋を外させたところ、左手小指が負傷し

ているのを認め、網船の船頭に本事故の発生を報告した。 

船頭は本事故の発生をＡ社に連絡し、Ａ社社員は１１９番通報して

救助を要請した。 

乗組員Ａは、本船より速力が速い網船に移乗して出航場所に戻り、

救急車で病院に搬送され、約１５日間の入院及び通院加療を要する左

手小指第一関節切断と診断された。 

警察署の担当者は、本事故の発生を海上保安庁に通報した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

その他の事項 (1) 乗組員Ａの乗船履歴等 

   学校を卒業後、陸上の事務職に就いた後、平成２７年にＡ社に

入社して本船に乗船し、陣張り固定作業に約１０年間従事してお

り、作業に慣れていた。 

   本事故当時、カッパの上下、長靴、ゴム手袋及び救命胴衣を着

用しており、疲労や体調不良はなかった。 

(2) 陣張り固定作業における乗組員の安全に関する認識 

   船長は、ふだんから乗組員に対して、陣張りがブルワーク上面

付近にあるときはブルワーク上面に手を置かないように注意して

いた。また、乗組員Ａがブルワーク上面に手を置いて作業してい

ることを知らなかった。 

   乗組員Ａは、ブルワーク上面に左手を置いて陣張りに絡んだス

トッパーロープを解いたことが数回あった。手
て

鉤
かぎ

（鉤竿の短いも

の（約４０～５０㎝））を使用すれば、体を支えなければならない

ほど前傾姿勢をとらなくてよいので、ブルワーク上面に手を置か

ずに、両足で踏ん張って作業ができることは理解していたが、次

のことから、手鉤を使用しなかった。 

① 手鉤を使用すると絡みを解くのに時間が掛かるので、陣張り

固定作業に遅れが生じないように作業を急がなければいけない

と思っていた。 

② 約１０年間の陣張り固定作業の経験による慣れがあった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 

あり 
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 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

あり 

(1) 本船は、本事故当時、北西からの約１ｍのうねりによって動揺

しており、本船ブルワークと陣張りとが接触を繰り返す状況で 

あったものと考えられる。 

(2) 乗組員Ａは、本件作業を行う際、手鉤を使用すれば安全に作業

をできることを理解していたものの、次のことから、手鉤を使用

しなかったものと考えられる。 

① 絡みを解く時間を短縮したかった。 

② 約１０年間陣張り固定作業を行っており、手鉤を使用しない

で絡みを解くことに慣れていた。 

(3) 船長は、ふだんから緊張したロープ等の危険性について注意喚

起を行っていたものの、乗組員Ａが手をブルワーク上面に置いて

本件作業を行っていたことを知らず、ふだんから乗組員Ａが手を

挟む危険性について注意ができていなかったものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、船体が波によって動揺する中、乗組員Ａは、本

件作業中、陣張りとブルワークとの間に左手を挟まれ、左手小指

を負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が富来漁港南西方沖において操業中、乗組員

Ａが、左手をブルワーク上面に置いて本件作業を行ったため、うねり

によって本船が動揺した際、陣張りとブルワークとの間に左手を挟ま

れたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・漁船の乗組員は、船体動揺がある中で作業を行う際、ロープ、他

船等が接するブルワーク上には手を置かないこと。 

 ・漁船の船長等は、乗組員に対し、操業中の危険性について、具体

的事故事例に基づき繰り返し安全指導を行い、乗組員の安全意識

を高めること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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